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幼児向け環境学習プログラムの開発と実践 

 

静岡福祉大学 子ども学部 坂田ゼミ（研究室） 

教  員：教授 坂田尚子 

参加学生：杉本祥太郎、 齋川蒼斗、村木裕一、丸山葵、 

柴﨑透馬 

１ 要約 

 こども園において、日常行われている自然とのかかわりを持つ活動において、環境教育や生物多様性

の観点を取り入れた活動プログラムを作ることで、子どもたちの体験をより豊かなものへと変換できな

いか模索した。園周辺での活動を取り入れることで、日常的により多くの体験を保障できることが明ら

かとなった。また、プログラムを開発・実践する過程で、子どもたちばかりでなく、保育教諭・保育士

への自然物に対する興味などが深められ、結果として環境への関心も深められた。 

 

２ 研究の目的 

近年子育て世帯の家庭状況の変化などから、自然と親しむ機会が減ったり、親子で自然体験教室等へ

の参加が難しかったりして、自然と触れ合うことが苦手な保護者や子どもたちがいることが報告されて

いる。幼児期に自然に触れあう体験や機会を多く保障し、自然を大切にする心を育むために、幼児教育

における自然と親しむ活動の役割はますます大きくなっていると考えられる。しかし、幼児教育を担う

こども園などでは、周辺の豊かな自然環境にたやすくアクセスできているところは多くはない。 

そこで、様々な環境背景のあるこども園等の集団保育教育の場において、大学教員と学生が保育教

諭・保育士とともに子どもたちと実際に活動を行いながら、豊かな自然体験を保障し、実現可能で持続

可能な環境教育、生物多様性教育のプログラム開発を協働的に行うことを目的とした。まずは、いくつ

かの協力園を募り、園に小さな自然を取り込んで生き物を呼ぶ仕組みづくりや、日常的な園外への散歩

を自然観察として位置付けること、身近な生き物の飼育・栽培などから子どもの気づきを引き出す機会

を増やすプログラムを開発・実践していくことを目指した。プログラム開発後、広く情報を開示し、興

味のある園、保育者に共有していくことで、持続可能な環境教育の活動が幼児教育の場に広がっていく

ことを模索する。 

 

３ 研究の内容 

令和元年に静岡市が実施した環境教育・環境保全活動に関するアンケートにおいて、幼稚園・保育所・

認定こども園から9割以上の園で環境教育を実施しているものの、「専門的知識を持つ教員の不足」や「教

員に時間がない」という回答が多く寄せられた。これを受けて、幼稚園・保育所・認定こども園等集団

保育・教育の場で行われる、日常的な自然との触れ合いの中での活動を「学び」の場にかえて、保育教

諭・保育者が環境教育、生物多様性の視点を明確に持つことが出来れば、より効果的な環境教育の実践、

生物多様性の認識につながると考えた。本研究では、市内のこども園五園が参加し、保育教諭・保育士

がともに、各園のニーズに合わせた子どもたちや周辺環境に適した活動のプログラムを開発し、実践し、

振返り・検討をすることを経てより良い活動プログラムの構築を目指した。最終的に得られた知見、活

動のアイデアなどを静岡市からの「通信」という形で、広く市内の園に周知する準備ができた。 

プログラム開発の枠組みとしては、◇年齢に合わせた内容（3～5歳児）◇園庭、園周辺の公園等の場

所や季節に合わせた内容 ◇活動・学習プログラムの中に生物多様性維持、周辺環境の保全の視点を入

れるということを設定した。 

参加園は、静岡市立横砂こども園、静岡市立安倍口こども園、社会福祉法人あゆみ福祉会 竜南こども
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園、静岡市立西奈こども園、静岡市立富士見台こども園の5園である。 

 

４ 研究の成果 

(1)当初の計画  

 時期 内容 

① 8月～9月 ・研究計画の細案策定と参加園の選定 

② 10月 ・静岡市担当者との研究実践についての工程など詳細打ち合わせ 

・参加園へのご挨拶と打ち合わせ日程の相談 

③ 11月 ・打ち合わせ；担当教諭・保育士への研究内容の説明と実践日程の決定 

④ 12月～2月 ・各園での実践  

⑤ 3月 ・研究結果のまとめと研究成果の検討、考察 

 

(2)実際の内容（Ａは予定どおり、Ｂは一部修正、Ｃは中止など）とその理由 

 時期 内容 判定 理由 

① 8月～9月 ・研究計画の細案策定

と参加園の選定 
Ａ 予定通りに終了 

② 10月 ・静岡市担当者との研

究実践についての工程

など詳細打ち合わせ 

・参加園へのご挨拶と

打ち合わせ日程の相談 

Ａ 

10/4に静岡市担当者との打ち合わせを行った

後、参加園への連絡を取り、研究内容の説明

のための打ち合わせ日を決定した 

③ 11月 ・打ち合わせ：担当教

諭・保育士への研究内

容の説明と実践日程の

決定 

Ｂ 

11/6 13：30～横砂こども園 

11/7 13：30～富士見台こども園 

11/14 14：30～西奈こども園 

11/27 11：00～竜南こども園（活動終了後） 

④ 12月～2月 ・各園での実践（2回～

3回） 

Ａ 

横砂こども園   12/15（荒天中止）1/10、

2/15 

富士見台こども園 1/29 (3/13) 

西奈こども園   12/7、1/30、2/27 

安倍口こども園  12/5、12/18、1/29 

         (3/12)  

竜南こども園   11/27、1/31、2/26 

⑤ 3月 ・研究結果のまとめと

研究成果の検討、考察 
Ａ 

各園での振り返り、来年度へ向けての要望調

査と報告書作成を行った 

 

(3)実績・成果と課題 

各園のニーズや状況に合わせた、保育教諭・保育士を巻き込んだプログラム作りをする計画通り、

横砂こども園では「庵原川の河口に行ってみよう」「庵原川を海からさかのぼろう」、安倍口こども園

では「何があるかな観察しよう－神社」「何があるかな観察しよう－お山とトンネル」竜南こども園

では「ビオトープの観察－冬」「雨坪公園に春を見つけに行こう」、西奈こども園では「地域のお宝発

見さんぽ－長尾川コース」「地域のお宝発見さんぽ－弁天池コース」「地域のお宝発見さんぽ－梶原山
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コース」など、保育教諭・保育士、ともに下見や教材研究を経たうえで、園に適したプログラムを作

ることができた。これらの活動をとおして、子どもたちがいろいろな事象に気づき、言葉で表現する

姿がたびたび見られた。自然を見る活動を複数回行うことで変化に対する気づきが促進されているの

を見ることができた。 

富士見台こども園は、園庭の整備の際に自然豊かな里山を取り込む工夫をするために、園庭のデザ

インと子どもたちの活動とのかかわりなどを盛り込んだ研究計画を設計し実行に移している。子ども

たちが土を盛った築山を作ったり、植物を植えたりする予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安倍口こども園  ↑ 神社入口          ↑ ドングリの鑑定  

 横砂こども園   ↑ 庵原川の河口     ↑ 庵原川をさかのぼろう 

竜南こども園  ↑ ビオトープの観察       ↑ 公園での活動  
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本研究における各園での実践では、野外での活動や観察の手法について、様々な工夫などを見出す

ことができ、プログラム作りにおいて保育教諭・保育士が生き物により興味をもてたことは一応の成

果と考えるが、研究の時期が、自然が生き生きとし生き物が活発に活動する春から夏にかけてではな

いので、一年を通じた自然とのかかわりを目指すためには、研究成果として不十分だったように思う。 

 

(4)今後の改善点や対策 

 今後の改善点としては、自然体験活動を多くとりいれた経験のある園では、研究開始がスムースだ

ったが、今回から研究に参加した園では、準備に長い時間がかかってしまった。各園における経験を

もとに、あらかじめ研究体制の構築を整えることがあげられる。また、季節のつながりを意識して、

今後も継続して季節ごとのプログラム開発に取り組むべきだと考える。 

 

５ 地域への提言  

 子どもたちが豊かな自然体験を得ることで、環境への気づきも増えていくと思われるので、今後もこ

れらのプログラムを作る過程で、保育教諭や保育士たちが工夫したこと、活動の際に見つけた自然など

の情報は今後広く他の園へ周知し、自然を対象とした活動をする際に参考にしていただけることを期待

する。春から夏にかけて研究を続けられるよう配慮をお願いしたい。 

 

６ 地域からの評価 

今回は、地域からの評価を判断するデータを取っていないため断言できないが、子どもたちが園周辺

で、自然に着目した活動をすることで、行き交う大人たちも一緒になって自然に目を向けてくれていた

ようだ。「子どもたちが動くと地域がうごく」と感じるので、その点を次回の研究では明らかにしたい。  

富士見台こども園 

← 

園庭にて 

タイヤを土台に 

築山づくり 

西奈こども園  ↑ 赤い実見つけた          ↑ 春さがし  
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令和５年度 

しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業 

研究成果報告書 

 
 

令和６(2024)年４月 

しずおか中部連携中枢都市圏 

（静岡市・島田市・焼津市・藤枝市・牧之原市・吉田町・川根本町） 

 

（事務局） 

静岡市 総合政策局 企画課 総合教育係 

〒420-8602 静岡市葵区追手町５番１号 

電話： 054-221-1240 FAX： 054-221-1295 

E-Mail： kikaku@city.shizuoka.lg.jp 
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